
令和５年度特別支援学級等サポート事業報告書（記入例）

（小・中・義務教育・高等学校等）
事業実施校名　　○○小学校　　　　（障害種別）　知的障害　　（学年）　　３年、５年　　　　　　　
サポート校名　　　　　○○特別支援学校　　　　　
	実施した事業回数及び実施後の感想
	２回
	大変学びがあった　　まああった　　どちらでもない　　あまりなかった　　なかった
５　　　　　４　　　　　３　　　　　２　　　　　１


	実施期日
	事業内容
	成果と課題

	○月○日（○）
	・打ち合わせ

・授業参観

生活単元学習「買い物をしよう」
（生活科、算数科、自立活動）
・生活単元学習について
・協議
	成果：児童の興味のあるキャラクターを教材にすることで意欲的に取り組めた。「○個ください」など、買い物に適した言葉を使えるようになってきた。
課題：お金を扱うことには慣れてきたが、１０円が１０枚で１００円になることの理解が難しかった。算数科の指導とつながりをもたせながら、指導していきたい。また、何の教科を合わせるかを意識して目標を設定していきたい。

	○月○日（○）
	・打ち合わせ

・授業参観

（算数科：１０をつくろう）

・協議
	成果：ブロックと１０個入り卵のパックを使うことで、１０の概念が理解しやすい。
課題：子どもが生活の中で数を使えるようにすることが大切である。１０の概念を形成するため、鉛筆の束を作る、豆を１０個ずつ数える、紙を１０枚ずつ束ねるなどの活動を取り入れる。また、１０を分ける、あといくつで１０になるかなど、生活の中で意識的に指導することが大切である。

	
	
	


※ 同一校が、複数の障害種別の特別支援学級について実施した場合は、障害種別に別葉で提出すること。

※ 回数及び実施後の感想の欄には、実施回数と自分の気持ちに最も合う感想に〇をつけてください。
※ この様式は特別支援教育課のホームページからダウンロードできます。

令和５年度特別支援学級等サポート事業報告書

（小・中・義務教育・高等学校等）
事業実施校名　　　　　　　　　　　　（障害種別）　　　　　　　　（学年）　　　　　　　　

サポート校名　　　　　　　　　　　　　　　　　
	実施した事業回数及び実施後の感想
	　回
	大変学びがあった　　まああった　　どちらでもない　　あまりなかった　　なかった
５　　　　　４　　　　　３　　　　　２　　　　　１


	実施期日
	事業内容
	成果と課題

	
	
	成果： 
課題： 

	
	
	成果： 
課題： 

	
	
	成果： 
課題： 


※ 同一校が、複数の障害種別の特別支援学級について実施した場合は、障害種別に別葉で提出すること。

※ 回数及び実施後の感想の欄には、実施回数と自分の気持ちに最も合う感想に〇をつけてください。
※ この様式は特別支援教育課のホームページからダウンロードできます。
様式２（記入例）





・子どもの変容や、どのような助言を受けて今後どうしていくかなど、様子が分かるように具体的に書いてください。


・枠内に収まる程度で構いません。


・必要に応じて枠を調整してください。





様式２








